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【2017年度実績】

１．研究業績

著作・論文・学会発表等の名称 単著・共著の別

(1)発行所、全ページ数
(2)雑誌名、巻（号）、開始-終了
ページ
(3)学会名、開催都市

(1)(2)著者、編者名
(3)発表者（発表者は○印）

発行・発表年月

（１）著作

1 共著 医学書院；ｐ510
青山美智代、天賀谷
隆、武田美津代　他
（解答者47名）

2017.4月

2
3

（２）論文

1 共著
保健医療福祉科学；ｖｏｌ
7、59-65

林裕栄、武田美津
代、張平平、畔上光
代、水間夏子、木村
伸子、福田綾子

2017.3月

2

3

（３）学会発表

1 共著
第19回日本褥瘡学会学
術集会

後藤真由美、横川秀
樹、川上公子、武田
美津代、山田佐織、
山田博文

2017.9月

2 共著
第48回日本看護学会学
術集会－在宅看護－

畔上光代、林裕栄、
武田美津代、木村伸
子、須賀夏子

2017.9月

3 共著
第48回日本看護学会学
術集会－在宅看護－

林裕栄、武田美津
代、藤川あや、畔上
光代、須賀夏子、三
塩操、中島悦子、片
倉芙美子

2017.9月

4 共著
第16回日本看護技術学
会学術集会

中山久美子、宮城恵
理子、平松則子、小
林由子、武田美津
代、大宮裕子、新井
恵子、前田志名子、
石向節子、川嶋みど
り

2017.10月

（４）その他

1

2

3

２．競争的資金等の研究

研究期間

1

2

3

研究名、研究代表者・研究分担者の別

2018年度版　准看護師試験問題集

基礎看護学

修士（学術）

1984年埼玉県立短期大学第一看護学科、97年放送大学教養学部生活と福祉専攻、2001年文教大学大学
院修士課程　人間科学研究科生涯学習専攻、08年埼玉県立大学認定看護師教育課程　皮膚・排泄ケア
コース

1995年新潟県立看護短期大学助手、98-2002年埼玉県立衛生短期大学（埼玉県立大学短期大学部看護
学科）助手、06年埼玉県立大学保健医療福祉学部看護学科講師、09-11年埼玉県立大学認定看護師教育
課程　皮膚・排泄ケアコース講師、15年埼玉県立大学保健医療福祉学部看護学科准教授

日本看護研究学会、日本看護技術学会、日本褥瘡学会、日本ストーマ・排泄リハビリテーション学会、日本
創傷・オストミー失禁管理学会、日本生涯教育学会

地域高齢者と看護学生の世代間交流に
関する研究

背部に発生した巨大褥瘡に対して創内持
続陰圧洗浄療法を併用し治癒に至った一
事例

競争的資金等の名称

該当なし

新卒者等訪問看護師の育成と適応プロセ
スに関する研究

該当なし

経口摂取困難な患者への看護実践の成
果－看護系雑誌で集積した事例個票から
―

地域高齢者と看護学生との世代間交流に
よる健康支援プログラムの効果



３．教育業績

講義・演習・実習・論文指導等の名称 期間

（１）講義

1 2017.11～2018.2

2 2017.11～2018.2

3 2017.4～2017.7

4 2017.4～2017.6

5 2018.1月

6 2017.12月

（２）演習

1

2

3

（３）実習

1 2018.2月

2 2017.10月

3 2017.7月

4 2017.9月

（４）論文指導

1 2017.4～2018.1

2

3

（５）その他

1

2

3

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会等の講師

講演会、研修会等の名称 主催 講演、研修等のテーマ 開催年月

1
埼玉県訪問看護
ステーション協会

2017.5月、11月

2
彩の国いきがい大
学春日部学園

2017.6月

科目責任者と協力し、技術演習が効果的になるよう事前検討を行っ
た上で、技術演習の指導をおこなった。看護技術の原理原則を重視
し、限られた時間内に日常生活援助技術を学習できるように留意し
た。

科目責任者と協力し、技術演習が効果的になるよう事前検討を行っ
た上で、技術演習の指導をおこなった。看護技術の原理原則を重視
し、限られた時間内に診療治療の援助技術を学習できるよう留意し、
安全にも配慮した。

該当なし

専攻課程　健康元気科　講義演習 セルフマッサージ

感染管理

看護方法Ⅱ

看護方法Ⅲ

新卒者など訪問看護師養成プログラム 褥瘡ケア、ストーマケアについて

基礎看護学実習Ⅱ
2年生12名（6名×2クール）の受け持ち実習を指導した。患者・学生
の安全を確保できるよう学生のケアに同行し、臨床指導者と連携し
て指導した。

基礎看護学実習Ⅰ
1年生36名を引率し、見学実習を指導した。初めての専門科目の実
習であり、学生の体調管理、事故防止に努めた。

ヒューマンケア体験実習
2施設（学生7名）を担当した。実習中は適宜施設を訪問し、学生の実
習状況を把握して、学生が初めての実習に戸惑わないように指導者
と連携し、情報交換した。

卒業研究 学生2名を担当した。

総合実習

4年生6名を担当し、学生個々の課題が目標到達できるよう、事前学
習会を行って実習準備をした。臨床指導者と連携し、課題到達状況
を共有した。患者・学生の安全を確保するために学生のケアに同行
しながら指導した。

科目責任者と授業運営の検討を行った。臨床における感染対策が
学べるようゲストスピーカーを招き、実践的な活動を知る機会を設け
た。選択科目であり、感染症ごとの対策を学べるようゲームを取り入
れた。

看護方法Ⅰ
科目責任者と協力し、技術演習が効果的になるよう事前検討を行っ
た上で、技術演習の指導をおこなった。看護技術の原理原則を重視
し、限られた時間内に看護の基本技術を学習できるように留意した。

認定看護師教育課程
専門科目　症状マネジメントと援助技術Ⅶ

緩和ケアコースの受講生30名に対し、患者の倦怠感など緩和するた
めのマッサージ法、リラクセーションについて講義と演習を行った。実
習場面で活用しやすいハンドマッサージとフットマッサージを取り入
れた。

該当なし

看護過程論

科目担当者と技術演習が効果的になるよう事前検討を行った。
看護過程の展開の演習では、学生のペースに合わせて柔軟に時間
配分を調整した。演習では担当教員も小グループを巡回して学生
個々の理解が深まるように工夫した。

概要（教育内容・方法等において工夫した点）



3
川口市立県陽高
等学校

2018.1月

（２）国、自治体、財団法人等における委員等

国、自治体、財団法人等の名称 委員等の名称 任期

1 2015.11月～現在

2 2016.4月～現在

3

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

1

2

3

５．学内運営（委員会委員）

1

2

3

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

1

７．特許の保有状況

特許名 特許番号 登録年月

1

８．特記事項

該当なし

委員、ワーキング委員兼務

皮膚の働きを知る模擬講義

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

埼玉ストーマリハビリテーション講習会実
行委員会

委員

新卒者など訪問看護師養成プログラム作
成委員会


